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はじめに
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本事業は、三重県農林水産部の業務委託で作成したものである。

「令和２年度農業版新型コロナウイルス感染症対応ＢＣＰ策定モデル創出」

本事業は、三重県の農業者３者をモデルに実施した。
実施期間：令和２年１０月～令和３年３月１９日
モデル事業者３者とは下記の内容で各６回のワークショップを実施。
(1) ＢＣＰの基礎知識の修得とブレーンストーミング
(2) 課題の整理と対応策の検討
(3) 感染症ＢＣＰの策定
(4) 地震ＢＣＰの策定
(5) ＢＣＰのまとめ
(6) ＢＣＰの最終説明と訓練
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災害を知り備える
～備えあれば憂いなし～

知る
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災害とは

災害には、いろいろなものがある

三重県農業版ＢＣＰモデル創出事業 6

大区分 区分 災害

自然災害 地質 地震、火山、土砂

気象 台水害、干ばつ、雪害

生物 感染症、昆虫の食害

人為災害 交通災害 航空機等事故

産業災害 公害

紛争災害 テロ攻撃、サイバーテロ



BCPの効果

経営への影響を、できるだけ小さくすることを目指す

準備も大事であるが、災害後の対応が重要である

操
業
度

時間

100%

災害ＢＣＰなし

時間

100%

事前
対策

災害

BCP
発動

業務
再開

業務
回復

全面
復旧

初動
対応

防災
事業継続が重要

目標
復旧時間

ＢＣＰあり

重要製品の生産維持

操業ロス
↓

資金面のロス
↓

経営破たんリスク

操業ロス低減

操業 操業 操業

操業を
急回復

従来のBCPの範囲
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危機を探し出す
～身近な家庭から始める～

三重県農業版ＢＣＰモデル創出事業 14

探す



新しいBCP策定の手順

・防災と事業継続を分離する。
・簡単な自宅の防災・減災から理解し、次に事業継続を考え。

例えば、自宅と会社が近ければ、想定される災害は同じ。

自宅の防災(感染症も含む)から始め、
ステップを踏んでＢＣＰを完成させる

自宅：防災計画

会社：防災計画

会社：事業継続
活用

活用

ＢＣＰモデルを活用
（策定工数を低減）

事業に必要となるリソースを
洗出し、問題点と対策を検討
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自宅の防災（感染症）

厚生労働省の「新しい生活様式」の実践例

https://www.mhlw.go.jp/content/000641913.pdf



ＢＣＰを形に作り上げる
～ひな形を使って便利～
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作る



簡易版ＢＣＰの最終版
茶来まつさか　株式会社 のBCP(事業継続計画書) 【感染症編】

１．基本方針(事業継続で悩んだ時に立ち返るべき基本的な考え方)
　　①ご自身、従業員とその家族の命、生活を守る。
　　②重要取引先への供給責任を果たし、信用を守る。
　　③自社の経営を維持し、地域の社会・経済を守る。
　　④その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

２．重要業務の決定（以下を重要業務とし、優先的に取り組む）

３．推進体制（以下の体制でＢＣＰを推進していく）
代理者１ 代理者２
岡田　巧 水平　智士
中村　吉勝 水平　智士

４．想定される災害 区分 想定被害 地震 感染症
選択 想定される災害 人 従業員 出社できない ● ●
☑ 地震 インフラ 電気 １週間停電 ●
□ 津波・高潮 ガス プロパン被害なし
□ 液状化 水道 ２箇月以上 ●
□ 土砂崩れ 携帯電話 直後：可、１日：不可 ●
□ 台風・水害 IT パソコン故障なし
□ 感染症 道路 １週間通行止め ●
☑ 事故 火災 機器 建物 屋根、外壁に被害 ●

機械 設備転倒 ●
地震の想定震度 震度７ １週間通行止め ●

５．感染症　予防用備品、消毒用備品
感染症　予防用備品

区分 更新時期 整備状況

防具

防具

防具

防具

密閉対策

感染症　消毒用備品

区分 更新時期 整備状況

防具

防具

防具

防具

消毒

消毒

消毒 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾊﾞｹﾂ 漂白剤を薄めるため

取引先 商品、業務 目標復旧時間
（株）伊藤園 お茶 7日間

中村　吉勝 090-1471-8117 松阪市飯南町粥見3850
岡田　巧 090-8735-8455 松阪市飯南町粥見4863

氏名 携帯電話番号 住所

自然
災害

物流

項目 詳細 数量

マスク 不織布製マスク 200

水平　智士 090-7316-6301 松阪市飯南町粥見5323

石けん トイレ 2

送風機 1

体温計 非接触体温計 5

消毒薬 アルコール　出入口×２個 4

項目 詳細 数量

マスク ｻｰｼﾞｶﾙﾏｽｸ,DS2ﾏｽｸ、N95ﾏｽｸ 200

手袋 10

アルコール 70～90％ ５ℓ

防護服 -

ゴーグル 3

漂白剤 次亜塩素酸ナトリウム 20ℓ

1

６．地震ＢＣＰ　準備～復旧の手順
フェーズ リソース 区分 実施状況

1:準備 1:人 体制 5:実施済

1:準備 1:人 教育 5:実施済

1:準備 2:物 予防備品 5:実施済

1:準備 2:物 消毒備品 5:実施済

1:準備 3:金 資金確保 5:実施済

1:準備 3:金 資金確保 5:実施済

1:準備 4:情報 従業員 5:実施済

1:準備 4:情報 取引先 5:実施済

2:予防 発動

2:予防 1:人 従業員 5:実施済

2:予防 1:人 従業員 5:実施済

2:予防 2:物 予防品 5:実施済

2:予防 2:物 消毒備品 5:実施済

2:予防 2:物 感染確認 5:実施済

2:予防 4:情報 感染確認 5:実施済

2:予防 4:情報 感染確認 5:実施済

2:予防 4:情報 情報収集 5:実施済

3:発生 1:人 感染発生 4:準備完

3:発生 4:情報 対応手順 4:準備完

3:発生 4:情報 取引先連
絡

4:準備完

4:復旧 1:人 職場復帰 4:準備完

4:復旧 1:人 職場復帰 4:準備完

4:復旧 1:人 人手不足
対応

4:準備完

4:復旧 4:情報 業務復旧 4:準備完

７．取引先連絡リスト
区分

病院

課題 対応策

ＢＣＰ推進体制 ＢＣＰマニュアルに記載

資金不足の対応 収入保険に加入する

資金不足の対応 金融機関との交流を持つ

従業員への情報連絡 <従業員連絡リスト>作成。個人情報なので掲示しな
い。SNSを活用した連絡網を作る。

感染症、ＢＣＰの教育 感染症、ＢＣＰを教育

感染予防用備品 <感染予防用備品リスト>参照

消毒用備品 <消毒用備品リスト>参照

感染判断 連絡方法の周知徹底

感染予防品の購入 必要に応じ感染予防品を購入する

消毒備品の購入 事前に消毒備品を購入する

取引先への情報連絡 <取引先連絡リスト>作成。

感染予防の発動 国内感染者が発生した時点

感染判断 以下の症状があれば連絡要
・体温 37.5度以上が発熱
・カラダがだるい
・息苦しい
・匂い、味を感じない

感染発生状況を知る 県内、市町村での感染者発生状況を把握。
必要に応じて事業縮小を検討

感染者から情報収集 感染の連絡を受けた際に
・症状、発症日を聞く
・重症化に備え本人以外の連絡先を聞く

感染が疑われる <感染発生対策フロー>参照

感染の不安の解消 感染を確認できるキットの購入

感染の不安の解消 感染を確認してくれる病院の把握

保健所の確認 保健所、かかりつけ医の連絡先を確認

代替要員の確保 業務復旧に際し人手が不足する場合は代替要員を探す

業務復旧の手順 <業務復旧手順>参照

項目 会社名 電話番号

取引先への連絡 <感染発生対策フロー>参照

感染者の職場復帰 <感染発生対策フロー>参照

入院者の職場復帰 <感染発生対策フロー>参照

顧客

顧客

21:00～翌9:00 059-229-1199

メール

松阪市保健所
受診・相談セン
ター

9:00～21:00 0598-50-0518

氏名

JA松阪　販売担当 090-4110-9438千原

重要顧客 (株)伊藤園 仕入部 054-255-1302

054-255-1302

横道

北川

松阪市保健所

三重県救急医療ｾﾝﾀｰ

三重県共通

松阪市民病院

保健所

yakumus@pref.mie.lg.jp

FAX 059-224-2344

0598-23-1515

電話で相談が難し
い

かかりつけ医

１．基本方針

２．重要業務

３．推進体制

４．想定される災害

５．備品

６．BCP手順(防災対策含まず)

７．取引先連絡リスト

実例のため一部墨塗りあり

ＢＣＰを
Ａ４版で
２枚に
まとめ、
従業員と
共有する
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ＢＣＰを使える物にする
～実践をイメージした訓練～
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使う



感染者発生時のフロー

症状 対応

本人 家族 ＢＣＰ 本人 従業員 取引先

症状なし グレー（例、子
供の学校で陽
性者発生）

注意喚起 本人の健康状態をこま
めにヒアリング

注意喚起 －

症状なし 濃厚接触者の
疑い

PCR検査の
結果待ち

出社停止
継続日数様子見

注意喚起 －

症状なしでも
濃厚接触者

感染 BCP発動 保健所の指示で出社
OKになるまで出社停止

濃厚接触者対応
消毒
事業停止

情報連絡

風邪の症状 ＜関係なし＞ 注意喚起 出社停止
継続日数様子見

注意喚起 －

感染の兆候 ＜関係なし＞ PCR検査の
結果待ち

出社停止
保健所へ連絡
PCR検査待ち

注意喚起 －

感染 ＜関係なし＞ BCP発動 保健所の指示で出社
OKになるまで出社停止

濃厚接触者対応
消毒
事業停止

情報連絡

感染症の発生状況と対応策
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BCP理解度の確認テスト（従業員向け）

ＢＣＰの基礎知識が修得できたかをテストで判断
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ＢＣＰ（事業継続計画）についての理解度テスト

（１）感染症の基礎

（２）ＢＣＰの基礎と地震災害

三重県のホームページ

農業版BCP（事業継続計画）策定のススメ

で公開

https://www.pref.mie.lg.jp/NINAITE/HP/m0105900120.htm



災害発生時の実戦方法
～危機管理のプロに学べ～
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戦う



最後に
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ＢＣＰの最後に「復旧の心構え」を記載した。
万が一、大きな災害に遭っても会社の復旧に向け、
前向きな気持ちを忘れずに取組んで頂ければと思う。

江戸時代の米沢藩主 上杉鷹山
「為せば成る 為さねば成らぬ何事も 成らぬは人の為さぬなりけり」
破綻寸前の米沢藩を再建させた名君は、弱気な部下を鼓舞した

復旧の時に大事なことがある。そこれは業務を復旧させるという強い信念。
「これもない、あれもない」とか「それしかない」と思うと、やる気がなくなる。
そこで、気を取り直し、いろいろと方策を考えると、「それでもやれる」、
「こんな対応もあった」と次々とアイデアが出て来る。
できれば、大勢で意見を出し合うと、良い解決策が見つかるかも知れない。

次に、大事なことは、まずは、やってみること。１００％上手く行かなくても、
やってみれば、次の課題が見つかり、さらに前へ進めれる。
問題点や課題が沢山ある時は、ブレ―ストーミングのように付箋紙に問題点や課題を
書き出し、それを貼りだすと、どれから着手すべきかが、わかりやすくなる。



本資料、動画に関する問い合わせ先
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三重県 農林水産部 担い手支援課

〒514-8570 津市広明町１３番地（本庁６階）
電話番号：059-224-2354 ファックス番号：059-223-1120
メールアドレス：ninaite@pref.mie.lg.jp

終り


